
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 15日、安代地区の「不動の滝」手

前に広がる桜松公園に、サルビアとマリ

ーゴールドの苗を植えました。 

この作業は、八幡平市との観光施設管

理清掃業務委託契約に基づくもので、会

員３人が花壇を整地し、160本の苗を丁寧

に植えました。皆さんも桜松公園を訪れ

た際はきれいな花をお楽しみください。 

なお、この契約では、貝梨峠分水嶺公

園、安比高原さわやかトイレ、明治百年

記念造営地、さくら公園、野駄舘公園な

どの管理清掃（草刈り、トイレ清掃など）

も行っています。 

 

 

 

   スゲ刈りは７月 10日に行うことが決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早朝から花の苗を植える会員の皆さん 

 

 

 

 

６月 11日、シルバー人材センター事務所

で、しめ縄事業に係る会議を開きました。 

 しめ縄事業は、当センターの独自事業と

して毎年実施しているもので、会議では、

しめ縄の材料となるスゲ刈りの日程や、刈

ったスゲの乾燥方法などについて話し合い

ました。 

 センターでは、しめ縄作業に参加してい

ただける会員を随時募集しています。詳し

くは、シルバー人材センター事務局まで。 
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全国統一安全就業スローガン（佳作） 「これくらい 思う過信が 事故のもと」 



 

 

 

 

 

草刈り機を使った草刈り作業は、事故が

発生した場合、大きなけがにつながりやす

いため、特に注意が必要です。 

そこで、公益社団法人全国シルバー人材

センター事業協会では、あいおいニッセイ

同和損害保険株式会社の協力により、動画

「草刈り作業時の重大事故の危険性と防止

対策について」を作成しました。 

視聴時間は約８分で、草刈り作業に潜む

七つの危険ポイントについて、事例を交え

ながら分かりやすく紹介しています。危険 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を予測しながら理解を深めることができ、

併せて具体的な対策方法や作業時の心構え

についても解説しています。 

草刈り作業に従事する会員には観ていた

だいていますが、日頃の安全対策を見直す

きっかけとして繰り返し視聴しましょう。 

また、草刈り作業に従事していない会員

でも、自宅で草刈り機を操作する方にもご

視聴をお勧めします。 

この動画を視聴するためのＱＲコード

は、当センター事務所玄関の掲示板から取

得できるほか、この広報の下（↓）からも

取得し視聴できるのでご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

注意とアドバイス ① 

事務所だより 防犯のため、夜は入口を施錠している公

衆トイレでのお話です。ある日会員さんが、いつものよう

に入口を施錠しようとしたら、１カ所しかない男性用個室

のドアに鍵が。ノックをしても、「誰かいますか」と声をか

けても返事がないので、個室ドアの故障と思い、建物を 

外から施錠して帰りました。ところが個室では男性が使

用中で、しかもその施設は外から施錠してしまうと、中か

ら解錠も、窓の開閉もできないため、閉じ込められた男

性は、建物の中から携帯電話で助けを呼ぶ事態となりま

した。皆さんも、利用者の閉じ込めには注意しましょう。 

（出典：「安全就業ニュース 2026年５月号（№228）」 

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会発行） 

 

動画を観て安全に草刈り 


